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抄録：前立腺がんは 5年生存率が比較的良好で，進行の緩やかながんである．排泄や性に関連
する合併症が出現しやすい前立腺がん治療においては，生命の維持だけでなくQOLの視点が
重視されるようになってきており，看護の立場からも排泄や性に関連したQOLの維持・向上
をどのように支えていくかを考える必要がある．そこで，わが国の前立腺がんの排泄や性に関
連する看護研究について文献検討を行い，知見を整理し，今後の課題を検討した．結果，2003
年から 2013 年までの文献 11 本を対象とし概観したところ，前立腺がんの排泄や性に関する看
護研究は細部を明らかにしたものはまだ少なく，研究方法は量的な研究，特に記述的研究デザ
インや相関関係的デザインで行われているものが多かった．研究内容は「排泄・性機能障害や
負担感の実態」「排泄・性機能障害や負担感への対処」「排泄・性機能障害や負担感のセクシュ
アリティへの影響」「排泄・性機能障害や負担感に対する看護」に分類でき，「排泄・性機能障
害や負担感への対処」については，深まった内容のものがみられていたが，「排泄・性機能障
害や負担感のセクシュアリティへの影響」に関する研究は本数が少なく，また，日本の国民性
を踏まえた探究には至っていなかった．今後はさらに対象者を焦点化すること，実験的研究や
質的研究を行い，より看護実践に結びつけられるような研究を行っていくことが必要となる．
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　前立腺がんは高齢者に多く，5年生存率は95.1％1）
と比較的進行が緩やかながんである．高齢化や
PSA（Prostate Speciﬁc Antigen；以下 PSA）の普
及で早期診断が可能となったことから，今後も罹患
者数が増加することが予測されており，治療におい
ては生命の延長だけでなく，QOL の視点が重視さ
れるようになってきている2）．特に，治療の合併症
や副作用によって出現しやすい排泄や性に関連する
QOL は，EPIC や UCLA-PCI といった尺度を用い
て治療の評価の 1つとすること3）が記されている．
看護の面でも治療期の患者に，尿失禁や性機能障害
といった治療の副作用に対して適切な助言や情報提
供の必要性がある4）とされ，また，1999 年から
2008 年の前立腺がんに関する看護研究の文献レ
ビュー5）でも，尿失禁や性機能障害について検討し
たものを含むQOLに関連した研究が多かったこと，
まだ十分な知見は揃っていないことが記されてい
た．排泄や性に関する事柄は，一人で苦悩を抱える
可能性があること6），また，性に関する支援につい
ては患者の悩みをどう受け止めるかという看護者側
の戸惑いも指摘されており7），個人の価値観が大き
く影響されるこれらの問題に対する援助が確立され
ているとは言い難い．がん患者の療養生活の質の向
上は，がん対策推進基本計画8）でも謳われており，
前立腺がんを患い療養生活を送る患者の排泄や性に
関連したQOLの維持・向上を，看護の立場からど
う支えていくか考える必要がある．そこで，まずは
わが国の前立腺がんの排泄や性に関連する看護研究
について文献検討を行い，現在の知見を整理し，今
後探究すべき研究課題を検討することを目的とし
た．
研 究 方 法
　1．対象文献
　今回対象とした期間は，掛屋が行った文献レ
ビュー5）で 1999 年から 2002 年までに発表された前
立腺がんに関する看護研究がみられなかったという
結果から，2003 年から 2013 年までに発表された文
献を対象に，Web版医学中央雑誌Ver.5 を用いて検
索した．まず，「前立腺腫瘍」「前立腺がん」のキー
ワードで抽出された中から原著，看護で絞り込みを
行ったところ 114 本が抽出された．そこに「QOL」
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「排尿障害」「排尿機能障害」「排尿負担感」「排便障
害」「排便機能障害」「排便負担感」「性機能障害」「性
負担感」のキーワードを掛け合わせたところ，41
本に絞り込まれた．その中で，前立腺がん患者以外
の対象者も含むもの，前立腺がん患者の排泄や性に
関する看護以外に焦点が当てられているもの，研究
の目的・方法・結果・考察に相当する明確な記載が
ないものや論文集などを省き，11 文献を対象とし
た．
　2．分析方法
　まず，対象文献の内容を精読し，「発表年」「文献
タイトル」「目的」「対象者」「研究方法」の項目を
要約してマトリックス表にまとめ（表 1）概観した．
また，それぞれの研究を，排泄や性に関する内容の
類似性で分類しテーマを付けた．テーマごとに内容
分析し，今後の研究課題について検討した．
結 果
　1．対象文献の概観
　1）発表年
　2003 年から 2013 年までの期間で文献検索を行っ
たが，2003 年から 2005 年までは該当する文献は見
られなかった．また，2006 年から 2013 年の間では，
2009 年と 2011 年は該当文献の発表はなく，それ以
外の年は年間 1本から 3本が発表されていた．
　2）対象者
　対象文献 11 本のうち，患者を対象とした研究は
9本で看護師を対象とした研究は 2本であった．ま
た，患者を対象とした研究では，治療法を 1 つに
特定せずに，広く対象者を募っている研究が 4 本
（No.2，3，8，9）みられた．治療法を特定して対象
者を募っている研究は，放射線療法を受けている患
者を対象とした 3本（No.1，4，6）と，手術を受け
ている患者を対象とした 2本（No.5，7）であった．
今回 10 本が量的研究で行われていたが，その研究
対象者の抽出に際し，1施設内で便宜的に標本抽出
を行っているものは 2本（No.4，10），標本の集団の
特徴の記述が不明確な研究が 2本（No.1，6），標本
の集団の特徴が明記されている研究が 7本（No.2， 
3，5，8，9，11）あった．しかし，標本の代表性に
ついて明記されている研究はみられなかった．
　3）研究方法
　対象文献 11 本中 10 本が量的研究で行われ，その
うち 3本が記述的な研究デザイン（No.1，3，10），
7本は相関関係的研究デザイン（No.2，4，5，6，8，
9，11）で行われていた．準実験的・実験的研究デザ
インはみられていない．一方質的研究で行われたも
のは 2013 年に発表された1本（No.7）のみであった．
　2．文献内容
　対象文献は類似性で，1）「排泄・性機能障害や負
担感の実態」2）「排泄・性機能障害や負担感への対
処」3）「排泄・性機能障害や負担感のセクシュアリ
ティへの影響」4）「排泄・性機能障害や負担感に対
する看護」のテーマに分類できた．以下各テーマに
ついて述べていく．
　1）「排泄・性機能障害や負担感の実態」に関する
研究
　前立腺がんの治療を行うことによって生じた排
泄・性機能障害や，それに伴う精神的負担感につい
ての実態を明らかにした研究で，4 本（文献 No.1，
2，3，4）が該当した．
　前立腺組織内照射を受けた対象者は性機能低下，
切迫尿失禁がみられたこと9）（No.1）．同じ放射線療
法の中でも強度変調放射線治療を受けている患者の
うち肥満のある患者は照射により夜間排尿の回数が
増加したこと10）（No.4）．外来治療中の前立腺がん
患者の排尿状態やQOLは，治療前から 1か月後ま
では有意に悪化し，1か月後から 6か月後は有意に
改善していたこと11）（No.2），手術・放射線療法・
ホルモン療法を受け外来受診している対象者は，排
尿・排便機能は比較的良好であっても，その負担感
は高いこと12）（No.3）が記されていた．
　これらの研究の「対象者」に着目すると，放射線
療法を受ける患者に焦点を当てている研究は 2 本
で，後の2本は治療法を1つに特定せずに，「手術・
ホルモン療法・放射線療法を受ける患者」，あるい
は「泌尿器科に通院中の前立腺がん患者」と広く対
象者を選定して研究されたものであった．また，放
射線療法受ける患者を対象とした 2本は，前立腺組
織内照射を受けた患者，強度変調放射線治療を受け
た患者と異なる対象に焦点を当てていた．対象者の
選定において，1施設内で選定している研究が 1本，
1県内で選定している研究が 2本，明記のない研究
が 1本であった．
　「発表年」に着目すると，4 本中 3 本の研究は
2006 年と 2007 年に発表されたものである．2012 年
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表 1　前立腺がん看護研究：対象文献一覧
No.
筆頭著者
（発表年）
文献タイトル 目的
対象者
〔対象者の分類〕
研究方法
デ ター収集・分析方法
??
?
?????
?
???
?
??
 1
中村千鶴9）
（2007）
前立腺組織内照射前後の性
機能および排尿状態の実態
調査
前立腺組織内照射を受けた患
者の治療前後の性機能と排尿
状態の実態を明らかにし，退院
指導への課題を明らかにする
前立腺組織内照射を行った患
者 91 名
〔放射線療法を受けている患者〕
量的研究
質問紙（IIEF5，IPSSを参考に
作成）/記述的
 2
掛屋純子11）
（2007）
前立腺がん患者退院後の外
来支援への課題
排尿症状回復過程とQOLス
コアによる調査
治療前，治療後 1か月，および
6か月の排尿状態および満足度
を分析し今後の外来支援の課
題を明らかにする
A県内の泌尿器科外来通院中
の前立腺がん患者で，全身状態
が良好で研究協力が得られた患
者 40 名
〔通院中の患者〕
量的研究
質問紙（I-PSS および QOLスコ
ア）/相関関係的
 3
掛屋純子12）
（2007）
前立腺がん患者の排尿・排
便・性機能，排尿・排便・
性負担感の実態調査
外来通院者の支援について
の検討
外来通院中の前立腺がん患者
の排尿・排便・性機能，排尿・
排便・性負担感の実態を明ら
かにする
A県内の泌尿器科外来通院中
で，手術後 6か月以上，ホルモ
ン療法開始 6か月以上，放射線
療法後3か月以上の患者170名
（全身状態が不良，転移，心身
苦痛の強い患者除く）
〔手術・ホルモン療法・放射線
療法を受けている患者〕
量的研究
質問紙（UCLA-PCI）/ 記述的
 4
日浅友裕10）
（2012）
前立腺がん強度変調放射線
治療中の排尿障害と肥満度
指数の関連
強度変調放射線治療中の残尿
感，排尿時痛，夜間排尿回数
と肥満の関連を明らかにし，排
尿障害による苦痛を緩和させる
看護介入について検討する
A病院で強度変調放射線治療
を受ける自己排尿が可能な男性
137 名
〔放射線療法を受けている患者〕
量的研究
独自の質問紙，記録 /相関関係的
??
?
?????
?
???
?
?
??
 5
佐藤大介13）
（2010）
術後 1 年までの前立腺がん
患者の機能障害に対する対
処行動とQOLの関連
術後 1年以内までの前立腺が
ん患者の排尿機能障害および
性機能障害の対処行動とQOL
との関連を明らかにする
がん専門病院の外来通院する
前立腺がん患者で，前立腺全
摘除術後 1 年以内で，排尿障
害・性機能障害を主訴としてい
る患者 76 名
〔手術を受けている患者〕
量的研究
質問紙（UCLAPCI，Lazarus の
ストレス認知尺度，FACT-G）/ 
相関関係的
 6
掛屋純子14）
（2012）
前立腺がん患者の排尿・排
便・性負担感とコ ピーングスタ
イルが心の健康に与える影響
前立腺がん患者の排尿・排
便・性負担感と各コーピングス
タイルが心の健康に与える影響
と，コーピングの緩衝効果につ
いて検討する
放射線療法（内照射）開始後
2年以内の患者 153 名
〔放射線療法を受けている患者〕
量的研究
質問紙（EPIC日本語版，Watoson
らが開発したMAC，FS－36v2の
下位尺度）/相関関係的
 7
西村めぐみ15）
（2013）
前立腺がん術後の尿漏れに
対する行動とその意味
尿もれに対する行動に至るまで
の考えや思いを明らかにする
D大学病院の外来通院中で，前
立腺全摘除術を受け，不随意の
尿もれがある患者 3名
〔手術を受けている患者〕
質的研究
半構成的面接/質的分析
??
?
?????
?
???
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
 ??
 8
掛屋純子16）
（2008）
前立腺がん患者の自尊感情
の影響要因の分析
夫婦関係満足度との関連
外来通院中の前立腺癌患者の
自尊感情と夫婦関係満足度の
関連を明らかにする
A県内の泌尿器科外来通院中
で，手術後 6か月以上，ホルモ
ン療法開始 6か月以上，放射線
療法後3か月以上の患者122名
（全身状態が不良，転移，心身
苦痛の強い患者除く）
〔手術・ホルモン療法・放射線
療法を受けている患者〕
量的研究
質問紙（UCLAPCI，Norton が
作成した夫婦関係満足度尺度，
Rosenberg が作成した自尊感情
尺度）/相関関係的
 9
掛屋純子17）
（2008）
前立腺がん患者の排尿・排
便・性機能，精神的負担感
が自尊感情に与える影響
前立腺がん患者の排尿・排
便・性機能に対する自己評価
および排尿・排便・性機能障
害に対する精神的負担感が自
尊感情におよぼす影響を明らか
にする
A県内の泌尿器科通院中で，
手術後 6か月以上，ホルモン療
法開始後 6か月以上，放射線
療法 3か月以上の患者 102 名
（転移，全身状態不良患者除く）
〔手術・ホルモン療法・放射線
療法を受けている患者〕
量的研究
質問紙（UCLAPCI，Rosenberg 
が作成した自尊感情尺度）/相関
関係的
??
?
?????
?
?
?
??
?
??
10
有吉勇人18）
（2010）
前立腺全摘除術後の尿失禁
に対する指導の実態
骨盤底筋体操を継続するた
めの指導に向けて
前立腺全摘術後，膀胱留置カ
テーテルを抜去した後の体操の
指導の実態を明らかにし，指導
の課題を考察する
A病棟に在籍し泌尿器科疾患
患者を担当する看護師 11 名を
対象
〔手術を受ける患者の看護〕
量的研究
独自に作成した質問紙/記述的
11
酒井綾子19）
（2012）
前立腺がん患者の性に関す
る看護援助の実態と看護援
助経験をもつ看護師の認識
前立腺がん患者の性に関する
看護援助の実態を調査し，性
に関する看護援助経験をもつ
看護師の認識を明らかにする
前立腺がん手術件数の多い病
院の中で研究協力を得られた49
病院の泌尿器科病棟の看護師
に質問紙を配布し，回答のあっ
た548 人
〔性に関する看護〕
量的研究
質問紙（PLISSITモデルの第一
段階を基本として質問紙を作成，
プレテストにより妥当性の確認）/
相関関係的
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に発表された研究の対象者となっている強度変調放
射線治療は，2010 年に保険適用となった治療法で
あった．
　「研究方法」に着目すると，すべて量的研究で行
われており，そのうち 2本は記述的デザイン行われ
ており，2本は相関関係的デザインを用いていた．
また，質問紙は既存のものを使用している研究が 2
本，独自に作成したものが 2本見られ，こちらは妥
当性の検討についての記載はみられなかった．
　2）「排泄・性機能障害や負担感への対処」に関す
る研究
　前立腺がんの治療を行うことによって生じた排
泄・性機能障害やそれに伴う負担感に対する患者
の対処について書かれた研究であり，3 本（文献
No.5，6，7）が該当した．前立腺全摘除術を受けた
患者の機能障害に対する対処とQOLとの関連につ
いて明らかにした研究13）（No.5），放射線療法を受
けている患者の排尿・排便・性負担感に対するコー
ピングスタイルに着目し，心の健康に与える影響に
ついて明らかにした研究14）（No.6），前立腺全摘除
術を受けている患者の尿もれに対する行動とその
意味をインタビューによって明らかにした研究15）
（No.7）がみられた．
　「対象者」に着目すると，1）で見られたような，
対象者を広く設定しているものはなく，手術を受け
る患者を対象とした研究が 2本，放射線療法を受け
る患者を対象とした研究が 1本みられた．
　「発表年」に着目すると，2006 年から 2009 年に
はこのテーマの研究は見られず，2010 年以降に 3
本が研究されている．
　「研究方法」に着目すると，量的研究で行われて
いる研究が 2本，こちらはいずれも相関関係的な研
究デザインを用いている．また，今回の対象文献の
中で唯一の質的研究で行われたものがこのテーマに
含まれていた．
　3）「排泄・性機能障害や負担感のセクシュアリ
ティへの影響」に関する研究
　前立腺がんの治療によって，性機能やジェンダー
アイデンティティ，社会的役割のセクシュアルな面
への影響について書かれた研究で 2本（文献No.8，
9）が該当した．こちらはいずれも同一の著者に
よって書かれたものであり，手術，ホルモン療法，
放射線療法を受けた患者は，性機能，性負担感，
夫婦関係満足度が自尊感情に影響していたこと16）
（No.8），機能障害よりも，排尿負担感や性負担感と
いった精神的負担が自尊感情に影響を与えていたこ
と17）（No.9）を記している．
　「対象者」に着目すると，特定した治療法に絞ら
ずに対象者を広く設定している．
　「発表年」に着目すると，いずれも 2008 年に発表
されたもので，それ以前，それ以降にはみられてい
ない．
　「研究方法」に着目すると，いずれも相関関係的
デザインを用いており，データ収集で用いた尺度
は，海外で開発された既存のものを使用している．
　4）「排泄・性機能障害や負担感に対する看護」に
関する研究
　前立腺がんの治療によって生じた排泄や性機能障
害や，それに伴う負担感に対する看護について書か
れた研究で 2本（No.10，11）が該当した．前立腺
全摘除術を受けた患者の尿失禁に対する看護師の指
導の実態を記した研究18）（No.10）と，性に関する
看護に着目し，49 病院の泌尿器科病棟看護師を対
象に，性に関する看護援助の経験を持つ看護師が少
ないこと，看護援助経験を持つ看護師の認識を明ら
かにしていた19）（No.11）．
　「対象者」はいずれも泌尿器科の看護師である．
一方は 1病棟の看護師 11 名を対象とし，他方は前
立腺がん手術の多い病院から無作為に選出した 548
名を対象としていた．
　「発表年」に着目すると，いずれも 2010 年以降に
発表された研究である．
　「研究方法」は記述的研究デザイン，相関関係的
研究デザインで行われた量的研究である．いずれも
質問紙を作成して調査しているが，一方は研究とプ
レテストを行い妥当性の確認を行った上で質問紙を
使用していた．
考 察
　1．対象文献の概観
　前立腺がん患者の排泄や性に関する看護研究は
2006 年以降に発表され，まだ十分に研究が深まっ
ていないと考えられる．しかし，発表数が 0本とい
う年もあるが，現在までコンスタントに研究されて
おり，その必要性も伺える．
　研究対象者は，患者を対象とした研究が多かった
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が，対象者を焦点化せずに広く設定している研究が
4本みられた．これらは全体を俯瞰するといった利
点はあるが，細部を明らかにするためには，更に対
象者を焦点化して深く研究していく必要性もあると
考えられた．また，量的研究が多くみられたが，標
本抽出が曖昧なものもあり，母集団を反映した内容
となっていない研究もあると考えられ，実践に生か
せる内容にするためには，適切なサンプリングが求
められる．
　ほとんどの研究は量的研究で行われていた．排泄
や性に関することは，羞恥心や個人の価値観に影響
する繊細な問題であり，特に，日本はこれらをオー
プンに語る習慣が少ない．インタビューなど直接患
者からデータ収集を行う質的研究よりも，質問紙な
ど間接的な量的研究の方が，倫理的配慮の面でも
データ収集しやすいことが，この結果につながった
と考えられる．しかし，現在はまだ記述的や相関関
係的な研究デザインに留まっており，効果的な看護
介入について検討するためには，実験的な研究や経
験の意味を探究する質的研究も求められるであろ
う．
　2．研究内容
　1）「排泄・性機能障害や負担感の実態」に関する
研究
　対象文献の結果は，前立腺がん治療中の排泄・性
機能障害や負担感を生じている患者の看護において
1 資料となるだろう．しかし，前立腺がん治療は
年々多様化し，近年保険適用となったものもあり，
2006 年～ 2007 年に発表された結果が，どの程度現
在の実態と一致しているかは疑問である．
　また，放射線療法を受けている対象者に焦点を当
てた研究は行われていたが，それ以外の治療を受け
ている患者を単独で焦点化した研究はない．治療法
を特定せずに広く対象者を選定した研究では，同様
のデータ収集方法を用いて一様に調査・分析されて
おり，それぞれの治療法による特徴的な結果が反映
されているとは言い難い．今後はさらに対象者を広
げ，焦点化して研究を行っていく必要があるだろ
う．
　研究方法では信頼性や妥当性を確認していない独
自の質問紙を使用しているものがみられていた．ま
た，1施設を対象に行った調査もみられており，こ
れらは一般化出来る内容とは言い難い．母集団を反
映した実態を導き出すためには，研究方法や研究対
象者の抽出方法を吟味していく必要がある．
　2）「排泄・性機能障害や負担感への対処」に関す
る研究
　これらの研究は 2010 年以降に発表されている．
前立腺がんの治療により生じた排泄・性機能障害や
負担感が生じた際の患者の対処に関する内容を研究
するためには，ある程度の実態が明らかとなってい
ることが前提であり，1）で研究された実態から 1
歩深まった内容がこの 2）に該当すると考えられた．
ここで示されている「対処方法とQOL との関連」
や「コーピングスタイルが心の健康に与える影響」，
「尿漏れに対する行動とその意味」が研究されたこ
とは，患者のQOLの維持・向上を支援していくた
めの 1つの知見になろう．また，対象者を焦点化し
た研究となっており，より具体的で詳細な結果が導
きだされていると考えられる．相関関係的なデザイ
ンを用いた研究が 2本見られていたが，今後これら
の研究結果を実践に生かしていくためには，さらに
実験的な研究を行うことが望まれるだろう．また質
的研究がみられていることは貴重である．患者の経
験の意味を探究するためには，量的な研究と並行し
て行われることで，より具体的で詳細な結果が得ら
れるであろう．今回の対象文献では，ホルモン療法
やその他の治療を受けている患者の対処を明らかに
した研究はみられなかった．今後も対象者を広げて
研究していくことが望まれる．
　3）「排泄・性機能障害や負担感のセクシュアリ
ティへの影響」に関する研究
　これらの研究により，前立腺がん治療によって生
じた排泄・性機能障害や負担感といった内容が自尊
感情へ影響していることが示唆されており，セク
シュアルな面へのアプローチの必要性が示唆されて
いる．
　しかし，これらの研究は，対象者を 1つの治療法
に特定せずに研究されており，どのような患者にど
のような支援が必要かといった詳細な内容までは明
らかとなっていない．また，同一の研究者により
2008年に2本発表されたのみで，セクシュアリティ
に関する研究はまだ始まったばかりであると言え
る．また，これらの研究は海外で作成された尺度を
用いて調査されているが，特にセクシュアリティに
対する考え方や感じ方は文化や国民性が大きく影響
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すると思われ，海外の尺度では捉えきれない部分が
あると考えられる．また，セクシュアリティという
非常に個人的な問題へ有効な援助を行っていくため
には，例えば今回明らかとされた自尊感情への影響
がどのようなもので，何故生じるのかといった経験
の意味を探究していく質的な研究も必要となるだろ
う．さらには，セクシュアリティに関する問題は，
パートナーを含めた問題であり，対象者を広げてい
く必要もある．
　4）「排泄・性機能や負担感に対する看護」に関す
る研究
　前立腺がん患者の排泄や性に対する看護に関する
研究は 2010 年以降に発表され，現在まで 2本しか
存在しておらず，まだ十分に探究出来ていないと言
える．前立腺全摘除術を受けた患者の尿失禁に対す
る指導は，すでに教科書等で周知されている内容で
ある．指導内容の是非や問題点を問うためには，広
い対象が必要であるが，ここで挙げられた研究は実
態を 1施設で調査したものであり，また，研究方法
も独自の質問紙を使用しており，結果の信憑性に欠
ける．
　一方，性に関する看護援助経験を持つ看護師が少
ないという研究結果は，対象者を広く募り，妥当性
を検討した独自の質問紙を使用して研究されてお
り，この結果は前立腺がん患者の性に対する看護の
未熟さを表わす 1つの指標と言えよう．今後はこの
結果をどう次の研究に生かすかという課題につなが
るであろう．
ま と め
　1．前立腺がんの排泄や性に関する看護研究は対
象者を焦点化した研究が少なく，今後さらに細部に
渡った研究が必要である．
　2．対象文献の中では，排泄や性に関する対処に
ついて書かれた研究は，1歩深まった内容となって
いた．
　3．前立腺がんの排泄や性に関する看護研究は量
的研究で行われているものがほとんどであったが，
記述的研究デザインや相関関係的デザインに留まっ
ており，実践に結びつけるためには，実験的な研究
や量的研究と並行して質的な研究が行われることが
望まれる．
　4．セクシュアリティに関する看護研究は，まだ
件数も少なく，日本の国民性を踏まえた探究は行え
ていない．前立腺がん患者の性に対する看護の未熟
さが看護師対象とした研究で示されており，より看
護実践の示唆に繋がるような研究が求められる．
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A LITERATURE REVIEW OF EXCRETION AND SEXUALITY  
IN PROSTATE CANCER
Shoko YOSHIHARA
Showa University School of Nursing and Rehabilitation Sciences
　Abstract 　　 The ﬁve-year survival rate for prostate cancer is relatively good, as the progress is 
slow.  Complications for prostate cancer treatment are related to excretion and sexuality.  Therefore, it is 
not only the extension of life, but also the QOL becomes important ; it is necessary to consider how to 
support the maintenance and improvement of QOL related to excretion and sexuality from the viewpoint 
of nursing.  The purpose of this study was to examine Japanese nursing literature on excretion and 
sexuality in patients with prostate cancer, to organize the available information, and to consider future 
types of treatment.  As a result, 11 reported nursing studies from 2003 through 2013 were surveyed, 
few details were reported regarding excretion and sexuality of prostate cancer patients.  In addition 
many studies were quantitative studies ; in particular there were descriptive studies and correlational 
studies.  Types of study contents were classiﬁed as follows : “reality of excretory and sexual dysfunction 
and bother”, “coping with excretory and sexual dysfunction and bother”, “influence on sexuality of 
excretory and sexual dysfunction and bother”, “nursing for excretory and sexual dysfunction and 
bother”.  “Coping with excretory and sexual dysfunction and bother” were the most numerous contents. 
On the other hand, the studies on “influence on sexuality of excretory and sexual dysfunction and 
bother” were few, and they did not lead to studies on the basis of Japanese national traits.  In order to 
make recommendations for nursing practice, it is also necessary to address a target person, and use 
experimental and qualitative study methods.
Key words :  prostatic cancer, excretion, sexuality
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